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0-32 人工呼吸中の呼吸理学療法の確立に何が求められるか

~全国アンケートの結果から~
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[はじめに]呼吸即学療法(以下 CPT)は、

集中治療室(以下ICU)においても急性呼吸不
全患者のケアに広く用いられている。また、

対象疾患もその領域は多様化してきている。

今回我々は人工呼吸管理中の患者に対する

CPTの現状を担保し、今後の CPT全体の発

肢と J忠、者の利益を考察することを目的に、全

国の理学療法士(以下 PT)のボランティア

2 1名により人工呼吸器装着患者に関する

CPTについてのアンケート調査を行った。

[対象}対象は各都道府県の中でも病床数の

多い順に JO施設 ・計 470施設を抽出し、各
施設の PT部門と ICU看護婦・士(以下Ns)
部門とした。

[ :Ji法]アンケート形式は郵送による回答選

択方式で、 一部自己記述式とした。今回はそ

の内 PT部門 5項目、 Ns部門 6項目(うち共
通 5項目)につき検討したのCPTを施行し

ている施設の内、 PT及び Ns部門で行って
し、る施設を PT.Ns群、 PTの回答から PTの
みが施行している施設を PT群、 Nsの回答
から Nsのみが施行している施設を Ns群と

した。

{結果]回収率は PT部門 57.4%・ 271施設、

Ns.部門 38.5%・181施設、人工呼吸中に CPT
を施行しているのは 287施設、そのうち PT

• Ns群は 189施設、 PT群は 39施設、 Ns群
は 59施設であったのCPT施行の目的は、三

群に共通して疾の移動を主目的に施行してい

た。他に PT.Ns群及び Ns群では無気肺・

酸素化の改善という目的が多かった。PT群

では胸郭可動域改善及び呼吸法の獲得という

目的が多く、目的の違いが明らかになった。

CPTの内容は PT.Ns群および PT群で呼吸

介助法、四肢の関節可動域訓練および筋力増

強の順に高かった。Ns群では吸引、体位ド
レナージのjI偵であった。他職種との連携が良

Mーであったものは、 PT• Ns ~-'(:-(' 29.2%、PT
群では 23.6%で、 Ns群では 13.6%と低値を
示した。院内で CPTの勉強会を定期的に行

っている施設は、 PT.Ns群で 6.0%、PT群

で8.1%、Ns群では 1.9%で、あった。さらに、Ns.

全体の回符から CPTに関して Ns.が PTに期
待するは、知識・技術の指導が 63.1%と高く、

専従できる PTの業務体制、他職種との連携

の順で、あった。また、連携の悪い群では他職

種との連携を良くして欲しいという希望が有

意に高かった。

[考察]PT及び Nsが CPTを施行している

施設では、その内容にも各々の専門性が反映

され、他職種との連携も良好と回答したもの

が多かった。これは十分なチーム医療がなさ

れている可能性を示唆している。連携が悪い

と回答した Nsにおいても、 PTに他職種と
の連携をとることを期待していることがわか

った。 しかし、 PT部門で、はマンパワー不足

と CPTに専従できる体制の確立がなされて

いない施設が多数であり、 24時間体制で患

者のケアにあたる NsがCPTを施行している

のが現状である。 Nsの PTに対するニード
は高く、知識・技術の指導や、専従できる体

RllJの確立が望まれていること等から、 PTに

は CPTの実践のみならず、勉強会の開催な

どを通して、専門的な知識と技術を普及する

必要性があると考える。さらに積極的にチー

ム医療に参闘していくことで、包括的かっ体

系的な CPTが実践されていくと考える。

[まとめ}今回の調査結果から CPTの現場

で生じている問題点の一部が明らかになった

と思われる。 CPTの発展と医療従事者と患

者が真の満足を得るためには、その治療が科

学的に有効であることを証明し、 他職種の専

門家が高度な知識と技術を必要に応じて提供

できる医療体制が必要であると考えるの




